
ファブ社会の基盤設計に関する検討会 第４回 議事要旨 

 

1. 日 時 

 平成 27年 3月 16日（月）15:30～17:30 

2. 場 所 

 総務省 11階会議室 

3. 出席者（50音順、敬称略） 

 【構成員】岩嵜構成員、風間構成員、瀧田構成員、田中構成員、田邉構成員、 

平野構成員、水野（大）構成員、水野（祐）構成員、村西構成員 

 【総務省】泉情報通信政策研究所長、小津調査研究部長、尾川主任研究官 

4. 議事要旨 

 (1) 構成員によるプレゼンテーション 

「ファブ社会の市場経済像」（岩嵜構成員） 

 【要旨】 

 ファブのインパクトにより、生産消費システムは「メーカーがモノを作り、小売

りを通じて販売され、生活者は一方的に消費する」時代から「生産と消費の枠組

みが企業と個人を超えて交差する」時代になると考えられる。これは、大量生産・

大量消費を流儀とする「モダン」の時代を超越する「アフターモダン」の時代の

訪れにあたるのではないか。 

 「ファブの生産消費システム」におけるプレイヤーは、ゼロからモノを作る

“Maker”、部分的な改変を担う“Arranger”、パーツパーツのカスタマイズを好

む“Customizer”、色々なバリエーションの製品を選ぶ“Chooser”に分類できる。 

 「ファブの生産消費システム」へのインパクトを、モノの作られ方、モノの形状・

あり方、販売・流通・消費に分類すると以下の通りとなる。 

‥ モノの作られ方におけるインパクトとして、クラウドファンディングの活用

により、資金調達及びマーケティングのリスクが低下することが挙げられる。

それにより多くのプレイヤーの市場参入が期待でき、結果としてイノベーシ

ョン創出の機会が増大すると考えられる。また、設計図等がデータ化され、

ネットワーク上で流通することや大量生産から多品種少量生産になってい

くことも、インパクトとして挙げられる。 

‥ モノの形状・あり方におけるインパクトとして、セルフビルドキットの登場

やインターネット上でデザイン等をカスタマイズして製品を発注するスマ

ートカスタマイズ製品、リペア情報が提供されているリペアラブルな製品、

コアな部分とは別に改造・交換・修理可能な余白部分をあえて残しているハ

ッカブルな製品の登場などが挙げられる。また、サービスと併せて販売され

るモノも増えていくと考えられる。 
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‥ 販売・流通・消費におけるインパクトとして、クラウドファンディングのよ

うにモノを手に入れる前に“作り手のストーリーを消費する”ことや「購入」

ではなく「支援」という意味合いでの消費が生まれていること、マーケット

がより市民に開かれ、消費者と生産者の垣根が曖昧になってきていることが

挙げられる。 

 「ファブの生産消費システム」へのインパクトを受けて、大企業、中小企業・ベ

ンチャー企業、地域、個人の各レイヤーでは以下のような動きがある。 

‥ 大企業においては、従来の大規模で時間をかけた製品開発ではなく、プロト

タイプ発想のイノベーションを創出する動きがある。また、市民に目線を近

づけていく動きも見られる。 

‥ 中小企業・ベンチャー企業においては、まずハードウェアベンチャーの登場

が挙げられるが、中でもローエンドプロダクトを扱う「新・家内制手工業」

のスタイルに注目している。 

‥ 地域においては、デジタルを活用した産品開発やモノづくりを通じたコミュ

ニティ回復が進んでいく。 

‥ 個人においては、「複業」として収入の一部をモノづくりで得るなど、ワー

クスタイルの変化が起こり得る。 

 このようなインパクトに加え、送り手と受け手のロングテールマッチングが促進

されることや地域に閉じること・グローバルに開くことの選択が自由になること

により、組織や個人の経済的時間的自由と自立が促される。その結果として、イ

ノベーション（創造）とマーケティング（市場化）の新しい文法がアフターモダ

ン時代の新しい経済を形作ると考えている。 

 

【質疑・意見交換】 

 日米におけるクラウドファンディングの市場規模の違いには、ユーザー側が面白

いと思ってくれるかどうかという違いが背景にあるのではないか。 

 クラウドファンディングは主にイノベーター層が利用するものとしてビジネス

が成り立っているが、今のままでは汎用度のある流通プラットフォームにはなら

ないと考えられる。 

 「Uber」や「Airbnb」のようなインターナショナルモノポリー型のプラットフォ

ームやサービスと市民主導の地域経済は、並走しつつも、ユーザーによっては両

方を上手に取り入れていくのではないか。 

 小規模な主体がマスマーケティングに頼らずに製品を発信するには、リコメンデ

ーションエンジンのさらなる進化やロングテールマッチングのマーケットプレ

イスが必要になるのではないか。ロングテールマッチングのマーケットプレイス

には、インターネット環境に頼らないファーマーズマーケット的なものもあると



考えられる。 

 日本においてインフラ設備の老朽化問題がある中で、インフラ設備がリペアラブ

ルな形で成立することが重要になると考えられる。 

 

 (2) 取りまとめに向けて 

 誰にどのように読まれるのかを戦略的に考える必要がある。 

‥ 企業の人にも読んでもらうためには、エグゼクティブ・サマリーが必要であ

る。 

‥ メディアに取り上げられることやクリエイターに読まれるためには、デザイ

ンされた報告書とすることが重要である。 

‥ デジタルファブリケーションを教えたいと思っている学校の先生たちにと

っても、わかり易く訴求力のあるものとするべきである。 

‥ クリエイティブ・コモンズライセンスを活用して翻訳可能なものとし、海外

の人にも読んでもらえるようにするべきである。 

 ディスラプティブ・イノベーション（既存の製品の座を揺るがすようなイノベー

ション）が民主化されつつある。報告書では、そのような状況に関して企業側に

問題提起をした方が良い。 

‥ 企業がユーザー目線に立ち、コラボラティブ・エコノミーの必要性を認識す

る必要があるのではないか。 

‥ スタートアップを大企業が買収するという選択肢もあるが、搾取のようにな

らない健全な形があると考えられる。 

 

以上 


